
消防法第３４条の規定により、火災の損害を次のとおり提出します。
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８　り災物品及び積荷の欄に記入できないときは、別紙に記入して下さい。

　工芸品、貴重品、宝石類、設備機械類、現金、有価証券類、部品、製品、半製品、原料、

　材料、その他の順に記入して下さい。

６　車、船、航の名称・年式の横の記入は、例にならって下さい。

　　　　例　　　トヨタクラウン　デラックス　　平成３年式

　記入して下さい。

５　り災物品の品名欄は、なるべく家具什器、衣類、寝具、器具、工具、書画、骨董、美術

７　物件（本体）焼損状況、箇所欄は、届出者が焼損状況を確認範囲でくわしく記入して下

　さい。

　◎消火・・・消火の水で濡れ、汚れ、又は消火のためにこわれたもの。

　◎その他・・・煙によって汚れたもの、荷物運搬及び避難の際こわれたもの。

３　建物以外（へい、看板、物干場等）のり災の場合は、り災物品欄に記入して下さい。

４　世帯員の記入は、同居人も含めて記入してください。欄内に記入できないときは、別紙に

　◎構造・・・木造、鉄骨造り、耐火造り、準耐火造り等建物の構造のこと。

１　この火災損害届は、消防法第３４条に基づいて提出を求めるものです。

３　建物がり災したときは、１棟ごとに、太線内の部分に記入して下さい。

４　※欄は記入しないで下さい。

５　届出者の印鑑がないときは、指印して下さい。

２　り災の別欄で、焼損、消火、その他の意味は、次のとおりです。

　◎焼損・・・燃えたもの又は熱で破壊されたもの。

６　この火災損害届は、できる限り早く提出して下さい。

７　虚ぎの提出をされたときは、消防法で罰則を受けることがあります。

２　この火災損害届の提出がなければ、り災証明書の発行ができないことがあります。
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　◎用途・・・住宅、物置、倉庫、店舗等建物の使用されていた用途のこと。
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１　り災前建物詳細欄のことばの意味は、次のとおりです。
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